
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

渡辺： 以前保育所だったので、子どもや高齢

者が活用するのに適している。憩の家の機能を

移すとともに調理場もあるので常設の認知症

カフェを併設したり、市民交流センターとして

地域の方に使っていただいたり、子育て支援セ

ンターを併設して、地域の子育て家庭に対して

積極的な育児支援を行うこともできる。堀之内

地域の子育て世代や老人クラブやサークル団

体などにどんな使い方をしたいかアイディア

を頂き、必要な機能の複合的利用を考えては、

どうか。また、壊して新築で対応するのと改修

で対応するのとどちらが良いか検討する方が

良いのではないか。 

市長： 改修費用がかさむため市の計画では取

壊しの計画である。そのうえで、住民のニーズ

をふまえて、今後の利活用を考えたい。 

渡辺： 中心地にあり利用しやすい旧子育て支

援センターである。壊して建てかえるとしても、

活用しながら園庭に建てることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、施設を壊して新しいものを建てるよりも

改築の方が費用も抑えられるはずであるとの

建設業の方の意見もある。壊す費用もそれなり

に掛かることを考えれば、一度専門家に改修費

用を見積もってもらったらどうか。 

市長： 専門家から、見積もってもらう。 

渡辺： 公立保育所の運営費は普通交付税では

殆んど措置されていないので、私立保育所に比

べると公立保育所は一般財源からの持ち出し

がとても大きい。民営化すれば、保育所運営費

は国が２分の１、県が４分の１負担するので、

市は４分の１の負担ですむ。浮いた財源は保育

士への市独自の補助制度や子育て支援の充実

に使えるようになる。 

公立保育所の民営化は、保育サービスの質の

充実と地域の子育て力の充実が目的だけでな

く、公立保育所の臨時職員が正規雇用として安

定安心して働く環境を整備することも目的で

ある。民営化計画が遅れれば、一般財源からの

持ち出しの状態が長引き、このままでは財源不
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足から、魚沼市は子育て支援が遅れてしまう。

早急に本腰を入れ行程表を作成すべきと考え

るが、市長の見解を伺う。 

請願者：佐梨地区コミュニティ協議会 

請願事項： 

旧六町村の合併に伴い統合された市の空き施

設や、これまでに統合された保育園や学校等の

空き施設を有効活用して、市民が末永くボウリ

ングを楽しめる施設の存続に向けてご尽力を

賜りたく、ここに請願いたします。 

審査結果：継続審査 

請願者：小出商工会 

請願事項： 

小出郷図書館は、将来にわたる小出郷図書館の

位置が決まり移転するまでの間は、利用者の交

市長： このまま公立で運営する必要がないこ

とは理解している。住民への周知と理解を促し

ながら、早急に計画を立てる。 

通等の利便性が良いこと、商店街のにぎわい創

出に貢献していることなどから、現在のオガワ

ビルを利用することを求めます。 

審査結果：継続審査 

請願者：魚沼市ボウリング協会 

    小出地区老連ボウリング愛好会 

    魚沼市老人連合会 

請願事項： 

魚沼市の大勢の方々の親睦を深める生涯スポ

ーツと憩いの場としてのボウリング競技を復

活させるため、魚沼市の市有施設等を利用でき

るようにすること、ボウリングの機械、機材、

器具の有効利用をする団体の発足支援をして

いただくことを請願いたします。 

審査結果：継続審査 

請願とは 

議会は選挙で選ばれた市民の代表である議員により構成され、行政の提案する条例や予算などを決定す

る権限を持ち行政を監視するほか、議会から条例立案や政策を提言するどの活動を行っています。 

一方、市民の皆様が市政などについて直接市議会に要望するものとして「請願・陳情」があります。 

「請願」は国民の権利の一つで、国又は地方公共団体の機関に対し文書により希望や要望を申し出るも

のです。(日本国憲法第１６条) 

請願が受理されると会議の議題となる前は議長の許可又は承認を、会議の議題となった後は議会の許可

又は承認を得なければ撤回(取下げ)できなくなります。(魚沼市議会会議規則 139 条 4 項) 

魚沼市議会では、提出された「請願・陳情」を慎重に審査して採否を決定しています。今回の審査では、

採択（意見や要望を市政に反映すべきであると判断）するには、いずれもさらに調査が必要として継続審

査としました。 

なお、魚沼市議会は、請願を採択した場合には、市長等に対して送付し実現を要請しています。 

請願の審査とは 

 請願に対する議会の意思決定は、修正して議決することはできません。従って議決は理論的には採択か

不採択の 2 種類しかありませんが、事情によっては次のような決定方法もあります。 

趣旨採択：請願の願意は妥当であるが、財政事情等から当分の間は実現することが不可能である場合等に

不採択とすることもできないとして採られる請願に対する決定方法。 

一部採択：請願の内容が数項目にわたる場合、一部分については賛意を表し難いが、他の大部分について

は賛成であるような場合、その一部について採択し、他を不採択にすること。 

市民から三つの請願が提出される 

請願第 8 号 

市民相互の友好の場として活用できる 

ボウリング施設の存続を求める請願

書 

請願第 9 号 

小出郷図書館に係る請願書 

請願第 10 号 

生涯スポーツとしてのボウリング競技の 

復活への請願書 



 
 
 

市長の公約である、雪国にあったシンプルな新庁舎建設の実現にあたり、平成 28 年第 4 回定例議会

最終日(1 月 17 日)、｢魚沼市庁舎再編基本計画改訂(案)」が発表されました。 

また、1 月 6 日の全員協議会において、市長より現在の設計業務委託契約の相手方と、延床面積・建

設費・設計料を変更し、雪国仕様のシンプルなデザインに変更すること、地元の気象等のアドバイスを行

う地元業者との協力事務所契約の見直しをすること、を条件に委託契約を解除せず、引き続き業務委託

を行うことで合意したとの報告を受けました。次の表は、主な改訂点の新旧比較です。 

新 旧 
２ 新庁舎の施設規模の算定 
基本構想では、総務省で示されている「起債許可標

準面積算定基準（平成 23 年廃止）」を準用して算定

した結果、延床面積を 10,000 ㎡以内として想定し

ましたが、将来的な職員数等を踏まえ 7,000 ㎡程度

とします。 
３ 敷地規模の検討 
新庁舎の敷地面積を構内道路や緑地帯の面積を見

直し、約 16,000 ㎡としました。詳細については、

基本設計において必要な面積を算定することとし

ます。 
第 6 章 庁舎再編の今後の進め方等 
１ 事業費の算定 
概算事業費は、庁舎建設工事費、設計管理費などを

合わせ、以下のように想定します。ただし、この概

算事業費は事業費を確定するものではありません。 
また上記以外に、備品購入費、移転引越等が考えら

れますが、今後の設計の段階で具体的に算定するも

のとします。 
＜概算事業費＞ 
概算事業費は、庁舎建設工事費、設計管理費、設計

委託料、測量・地質調査などを想定しています。こ

のほか、備品購入費、移転引越費、借地に係る費用

があります。 
項目 金額（千円） 備考 
庁舎建設工事費（駐車

場等外構工事含む） 
3,000,000  

工事管理費 35,000 1 式 
設計委託料 150,000 1 式 
測量・地質調査等 50,000  
   
計 3,235,000  

 

２ 新庁舎の施設規模の算定 
基本構想では、総務省で示されている「起債許可標

準面積算定基準（平成 23 年廃止）」を準用して算定

した結果、延床面積を 10,000 ㎡以内として想定し

ましたが、本基本計画においても、基本構想と同様

の 10,000 ㎡以内とします。 
３ 敷地規模の検討 
新庁舎の敷地面積を構内道路や緑地帯の面積を見

直し、約 20,000 ㎡としました。詳細については、

基本設計において必要な面積を算定することとし

ます。 
第 6 章 庁舎再編の今後の進め方等 
１ 事業費の算定 
概算事業費は、庁舎建設工事費、設計管理費などを

合わせ、以下のように想定します。ただし、この概

算事業費は事業費を確定するものではありません。 
また上記以外に、用地取得費、備品購入費、移転引

越等が考えられますが、今後の設計の段階で具体的

に算定するものとします。 
＜想定事業費＞ 
想定事業費は、庁舎建設工事費、設計管理費、設計

委託料、測量・地質調査などを想定しています。こ

のほか、候補地によっては、用地取得費や建物の解

体費が必要となる候補地があります。 
項目 金額（千円） 備考 
庁舎建設工事費（外構

工事含む） 
4,500,000  

工事管理費 40,000 1 式 
設計委託料 150,000 1 式 
測量・地質調査等 30,000  
   
計 4,720,000  

 

 

｢魚沼市庁舎再編基本計画改訂(案)」を発表 
第４回定例会最終日に発表になった｢魚沼市

庁舎再編基本計画改訂(案)」について質疑を行

った。 

今後市長は、次の日程で市民説明及び市民か

らの意見聴取を行う予定です。 

【日程及び場所】 

 日 時 場 所 

第 1 回 2 月 21 日（火） 

午後 7：00 

守門庁舎３階 

多目的ホール 

第２回 ２月２２日（水） 

午後 7：00 

入広瀬庁舎３階 

多目的ホール 

第３回 ２月２３日（木） 

午後 7：00 

広神コミュニティ

ーセンター ３階 

第４回 ２月２４日（金） 

午後 7：00 

小出ボランティア 

センター １階 

第５回 ２月２５日（土） 

午前 10：00 

魚沼市地域振興 

センター ２階 

第６回 ２月２７日（月） 

午後 7：00 

堀之内公民館 

１階 大ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

したがって、議会は「無効を求める決議」で

あり、「無効の決定」はできません。 

 さらにプロポーザル実施要項には次のよう

な条項があります。 

 以上のことから、今回の設計業務委託契約を

無効にすると、新たに入札または公募をやり直

すことはできず、次点者と契約することになり

ます。 

 最優秀者側にも問題はありましたが、市は担

当職員の責任（問題）もあったことを認めてい

ますので、最優秀設計者が新市長の意向を汲ん

で設計業務を行うとしている以上、最優秀設計

者の事故等で見積書の徴取が不可能となった

とは判断できず、次点者と契約をする必要はな

いと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 2 日に福祉文教委員会を開催し、慎重に

審査した結果、請願第 9 号「小出郷図書館に係

る請願書」は採択すべきものと決定いたしまし

た。 

 なお、委員会での審査結果を受けて、平成２

９年第１回定例会の初日本会議で採決される

予定です。 

２月２日庁舎特別委員会(閉会中) 

14 特記事項(3)設計業務契約ア契約の締結 

最優秀者を業務に係る随意契約の見積書の徴取

の相手方とし、契約の交渉を行うものとします。

ただし、最優秀者に事故等があり、見積書の徴取

が不可能となったときは、次点者を業務に係る随

意契約の見積書の徴取の相手方とします。 

請願第 9 号 

小出郷図書館に係る請願書 

閉会中の福祉文教委員会の審査 

設計業務委託契約の無効を求める決議 

はどのように扱われるのか？ 

魚沼市議会は、第３回定例議会で上記の決議を

可決しました。 

議会決議は、議会の機関意思の決定であって、

執行機関は、誠意をもってその処理に当たるべき

でありますが、必ずそのとおりの措置をとらなけ

ればならない法的義務が発生するわけではあり

ません。当事者間の一方が無効として契約を解除

することはできますが、法的拘束力をもって、契

約の無効を決定できるのは裁判所だけです。 

※設計者の変更がなく、設計変更による建設

スケジュールへの影響も少なくて済みます。 

 

※市民説明会及び意見聴取をへて、 

最終ワークショップを開催する予定です。 

 

※各地域で開催される説明会及び意見交換

に、多くの方から参加頂きたいと思います。 


